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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第１四半期 3,387 12.6 167 44.5 148 32.9 135 △33.4

2025年３月期第１四半期 3,009 8.0 116 402.4 111 － 203 －

（注）包括利益 2026年３月期第１四半期 294百万円（44.8％） 2025年３月期第１四半期 203百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第１四半期 20.59 20.53

2025年３月期第１四半期 32.91 32.81

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期第１四半期 11,641 3,112 26.7

2025年３月期 12,472 2,817 22.5

（参考）自己資本 2026年３月期第１四半期 3,103百万円 2025年３月期 2,808百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2026年３月期 －

2026年３月期（予想） 0.00 － 0.00 0.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 13,700 4.8 500 △31.8 490 △43.9 260 △38.4 39.44

１．2026年３月期第１四半期の連結業績（2025年４月１日～2025年６月30日）

（注）当社は、2024年10月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首
に当該株式分割が行われたと仮定して、「１株当たり四半期純利益」及び「潜在株式調整後１株当たり四半期純利
益」を算定しております。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年３月期１Ｑ 6,600,762株 2025年３月期 6,600,762株

②  期末自己株式数 2026年３月期１Ｑ 8,626株 2025年３月期 8,626株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期１Ｑ 6,592,136株 2025年３月期１Ｑ 6,195,996株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：有

新規　1社（社名）ぽこころ株式会社、除外　－社（社名）－

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

（注）当社は、2024年10月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度

の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、「期中平均株式数」を算定しております。

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる場合があります。

　業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページの「１．

経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。
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施設名 所在地 年月 形態 備考

AIAI NURSERY西新宿 東京都新宿区 2025年４月 認可保育所 新規開設

AIAI NURSERY海浜幕張 千葉県千葉市 2025年４月 認可保育所 新規開設

ぽこころ保育園 祖師谷 東京都世田谷区 2025年４月 認可保育所 株式譲渡

AIAI NURSERY園生 千葉県千葉市 2025年５月 認可保育所 事業譲渡

AIAI NURSERY小仲台 千葉県千葉市 2025年５月 認可保育所 事業譲渡

AIAI NURSERY稲毛海岸 千葉県千葉市 2025年５月 認可保育所 事業譲渡

１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第１四半期連結累計期間における我が国の経済は、緩やかに回復しているものの、米国の通商政策の影響によ

る景気の下振れリスクの高まりに加え、物価上昇の継続が個人消費に及ぼす影響なども景気を下押しするリスクと

なっており、依然として先行き不透明な状況が続いております。

当社グループを取り巻く事業環境として、厚生労働省による2025年６月発表の2024年人口動態統計月報年計(概

数）の概況によれば、2024年の出生数は前年に比べて5.7％減少（４万1,227人減少）の68万6,061人となった一方

で、女性の就業率の上昇にともない保育園利用ニーズは当面底堅く推移すると見込まれます。政府においては、

2023年４月に「こども家庭庁」が発足し、2023年12月には「こども未来戦略」を閣議決定し、児童手当の拡充や就

労要件を問わず保育を利用できる「こども誰でも通園制度」の創設、職員配置基準改善、保育士等の処遇改善等の

施策を実施すると発表しており、国策としての少子化対策の一層の強化が予想されます。

このような状況の中、当社グループは、東京都、千葉県、神奈川県及び大阪府で認可保育所（AIAI NURSERY）と

児童発達支援、放課後等デイサービス及び保育所等訪問支援を提供する多機能型事業所（AIAI PLUS)を主な業態と

して運営し、このエリアでは、「保育」と「療育」と「教育」の３つの「育」を一体的に提供する「AIAI三育圏」

を展開しております。

　当第１四半期連結会計期間末の運営施設数につきましては、以下のとおり認可保育所２施設を新規に開設したほ

か、事業譲渡等により認可保育所４施設を取得し運営を開始しました。

　これにより、当社グループは当第１四半期連結会計期間末時点で認可保育所91施設（東京都32施設、神奈川県３

施設、千葉県47施設、大阪府９施設）、多機能型事業所21施設、保育所等訪問支援事業所１施設の計113施設を営

んでおります。

　以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は3,387,168千円（前年同期比12.6％増）、営業利益は167,738

千円（同44.5％増）、経常利益は148,166千円（同32.9％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は135,748千円

（同33.4％減）となりました。

　なお、当社グループの報告セグメントは単一セグメントであるため、セグメント別の記載は省略しております。
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（２）当四半期の財政状態の概況

　当第１四半期連結会計期間末の財政状態につきましては、次のとおりです。

（資産の部）

　総資産は11,641,700千円（前連結会計年度末比830,747千円減）となりました。

　流動資産につきましては3,673,386千円（同977,667千円減）となりました。これは主に、現金及び預金の増加

39,044千円、売掛金及び契約資産の減少825,764千円、未収入金の減少186,251千円等によるものです。

　固定資産につきましては7,968,313千円（同146,920千円増）となりました。これは主に、有形固定資産の減少

134,720千円、投資有価証券の増加248,049千円等によるものです。

（負債の部）

　負債は8,529,698千円（同1,124,911千円減）となりました。

　流動負債につきましては2,734,564千円（同1,146,803千円減）となりました。これは主に、短期借入金の返済

912,000千円、未払費用の減少434,298千円等によるものです。

　固定負債につきましては5,795,133千円（同21,892千円増）となりました。これは主に、長期借入金の返済

78,722千円、繰延税金負債の増加76,187千円、資産除去債務の増加18,188千円等によるものです。

（純資産の部）

　純資産につきましては3,112,001千円（同294,164千円増）となりました。これは主に、親会社株主に帰属する四

半期純利益の計上に伴う利益剰余金の増加135,748千円、その他有価証券評価差額金の増加158,553千円等によるも

のです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2026年３月期の連結業績見通しにつきましては、2025年５月９日に公表いたしました予想に変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,346,970 2,386,014

売掛金及び契約資産 1,697,454 871,690

未収入金 244,621 58,370

その他 362,008 357,311

流動資産合計 4,651,054 3,673,386

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,917,597 5,066,724

機械及び装置（純額） 129,102 131,473

リース資産（純額） 112,045 110,397

建設仮勘定 290,220 2,514

その他（純額） 406,769 409,905

有形固定資産合計 5,855,736 5,721,016

無形固定資産

のれん 73,301 62,307

その他 10,180 9,306

無形固定資産合計 83,481 71,614

投資その他の資産

投資有価証券 749,802 997,851

長期貸付金 175,781 173,080

敷金及び保証金 682,216 703,185

繰延税金資産 137,656 165,276

その他 178,718 178,289

貸倒引当金 △42,000 △42,000

投資その他の資産合計 1,882,174 2,175,682

固定資産合計 7,821,393 7,968,313

資産合計 12,472,447 11,641,700

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

負債の部

流動負債

短期借入金 912,000 －

１年内返済予定の長期借入金 1,142,474 1,320,448

リース債務 6,590 6,590

未払法人税等 178,499 76,210

未払費用 1,040,891 606,593

賞与引当金 81,628 189,072

その他 519,282 535,649

流動負債合計 3,881,368 2,734,564

固定負債

長期借入金 4,988,681 4,909,958

繰延税金負債 119,530 195,717

リース債務 105,454 103,806

退職給付に係る負債 98,612 106,743

資産除去債務 442,552 460,741

その他 18,410 18,166

固定負債合計 5,773,241 5,795,133

負債合計 9,654,609 8,529,698

純資産の部

株主資本

資本金 171,684 10,000

資本剰余金 1,658,976 1,820,661

利益剰余金 587,955 723,704

自己株式 △288 △288

株主資本合計 2,418,328 2,554,076

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 390,053 548,607

退職給付に係る調整累計額 590 453

その他の包括利益累計額合計 390,644 549,060

新株予約権 8,865 8,865

純資産合計 2,817,837 3,112,001

負債純資産合計 12,472,447 11,641,700
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（単位：千円）

 前第１四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年６月30日)

売上高 3,009,145 3,387,168

売上原価 2,562,736 2,836,419

売上総利益 446,409 550,748

販売費及び一般管理費 330,365 383,010

営業利益 116,044 167,738

営業外収益

補助金収入 12,453 －

雑収入 1,117 3,122

その他 421 323

営業外収益合計 13,992 3,445

営業外費用

支払利息 16,709 20,431

支払手数料 439 －

開園準備費 279 2

その他 1,159 2,583

営業外費用合計 18,587 23,017

経常利益 111,449 148,166

特別利益

資産除去債務戻入益 1,137 －

関係会社株式売却益 35,179 －

短期売買利益受贈益 － 11

特別利益合計 36,316 11

税金等調整前四半期純利益 147,766 148,178

法人税、住民税及び事業税 5,844 36,775

法人税等調整額 △62,009 △24,345

法人税等合計 △56,165 12,429

四半期純利益 203,931 135,748

親会社株主に帰属する四半期純利益 203,931 135,748

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）
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（単位：千円）

 前第１四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年６月30日)

四半期純利益 203,931 135,748

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 － 158,553

退職給付に係る調整額 △720 △137

その他の包括利益合計 △720 158,415

四半期包括利益 203,210 294,164

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 203,210 294,164

（四半期連結包括利益計算書）

- 7 -

AIAIグループ株式会社（6557）
2026年３月期　第１四半期決算短信



（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

　該当事項はありません。

（セグメント情報等の注記）

前第１四半期連結累計期間（自　2024年４月１日　至　2024年６月30日）

　当社グループはチャイルドケア事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

当第１四半期連結累計期間（自　2025年４月１日　至　2025年６月30日）

　当社グループはチャイルドケア事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　今後の資本政策の柔軟性及び機動性を確保しつつ、現在の財政状況を踏まえ、適切な税制の適用を通じて財務内

容の健全性を維持することを目的に、2025年６月26日開催の第10回定時株主総会の決議に基づき、2025年６月27日

付で減資の効力が発生し、資本金を161,684千円減少させ、その他資本剰余金への振り替えを行っております。

　この結果、当第１四半期連結会計期間末において、資本金が10,000千円、資本剰余金が1,820,661千円となって

おります。

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

前第１四半期連結累計期間
（自　2024年４月１日

至　2024年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2025年４月１日

至　2025年６月30日）

減価償却費 165,857千円 159,729千円

のれんの償却額 10,993 10,993

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年７月31日

AIAIグループ株式会社

取締役会　御中

ふじみ監査法人

東京事務所

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士 別所　幹郎

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士 箕輪　光紘

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられているAIAIグループ株式会社の2025年４月１日から2026年３

月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2025年４月１日から2025年６月30日まで）及び第１四半期連結累

計期間（2025年４月１日から2025年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半

期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用され

る規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果た

している。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の

省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要な

虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ

る。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一

般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定め

る記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する

責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータ及びＨＴＭＬデータは期中レビューの対象には含まれていません。

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四

半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会

計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作

成されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実

性が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重

要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論

又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基

づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項

及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作

成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並び

に監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場

合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　　上
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